
「一
亡
一
 一

 

北
津
軽
郡
五
所
川
原
町

発
行
所
 
五
所

川
原
町

役
場
 

電
話
（
二
八
番
圭
総
）
 

庶
務
課
 

贋

報
係

陛
奥
印
刷
株
式

会
融
 

（
四
月
一
日
現
在
）
 

一
二
、
 七
四
〇

一
一
、五
九
】
一
 

一
 一
 
一
 

号
 

マ
ノ
 

第
 

報
 

町
 

原
 

所
 

五
 

ー
ーナ
ー
ー
日
 

一
一十
三
日
 

二
十
四
日
 

二
十
五
日
 

二
十
七
日
 

二
十
八
日
 

】
一十
九
日
 

三

十

日

五

月

一
 

日
 

一
】
 
日
 

十 十九八七 六五四 

日
 

日
 

日
 

日
日
日
 
日

日
 

十

三
 
日
 

十
 
四
 
日
 

日
 

十 十 

六 ョi 
日 日 

町

長
選
挙

を

我
々
は
か
く
審
判
し
た
 

町
民
税
の
申
告
 

秘

務
課
 

未

納

の
税

金
を

納

の
税

金
を
 

い

、
・

一
 

早
く
納
め
ま
し
よ
う
 

未 

十 

日 

二
十
一
日
 

一
一
十一
一
日
 

一
一十
三
日
 

一
一
十
五
日
 

二
十
六
日

二
十
八
日
 

四
月
十
九
日
衆
議
院
議
員
 
か
い

四
月
廿
四
日
参
議
院
議
員
 
．
4
 

（
増

叉
 

一
外

一日
 去

る
四
月
八
日
の
町
長
選
挙
の
結
果
を

見
る
に

投
票
当
日
の
有
権
者
数
六
、
七
八

二
名
で
棄
権
し
た
も
の
四
六
三
名
と

い
う

良
好
な
成
績
の
裏
に
終
っ
た
水
を
感
謝

い
 

は
業
務
等
の
用
事
で
そ
の
郡
市
の
区
城

に
田
張
又
は
族
行
滞
在
中
の
人
は
投
票

日
の
前
日
ま
で
に
前
者
は
膚
院
長
の
証
明

一
で
、後
者
は
町
村
長
の
証
明
で
投
票
が
田

来
ま
す
。
 

代
理
投
架
，
文
字
を
知
ら
な
い
人
，
又

は
書
け
な
い
人
は
投
票
当
日
本
人
が
投
票

所
に
行
っ
て
代
理
人
に
雷
い
て
も
ら
つ
て

投
票
が
山
来
ま
す
。
 

一
 
又四
月
八
日
の
棄
権
者
の
巾
に
は
御
夫

一婦
揃
っ
て
、
又
は

一
家
全
員
棄
権
し
た
人

一
もあ
る
よ
う
で
す
が
‘
 こ
う
い
う
人
の
中
 

●

‘

A
、
占
v・I
Dv、
勺

I
リ
、
Aり
I
b‘
、
か
 

に
は
す
で
に
当
町
を
退
去
し
当
町

に
住
所

を
有
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
も
考
（
ら

れ
ま
す
が
、
も
し
特
別
な
事
情
で
棄
権
し

た
の
で
あ
り
ま
し
た
ら
次
の
選
挙
か
ら
は
 

方
は
黒
刷
と
な
つ
て
居
り
ま
す
。
 

地
方
区
の
参
議
院
議
員
候
補
者
は
三
名

で
あ
り
ま
す
が
全
国
区
は
二
三
九
名
も
あ

リ
ま
す
か
ら
よ
く
・く
、
そ
の
人
を
間
違
は

ぬ
ょ
う
用
紙
を
書
き
ち
が
い
ぬ
ょ
う
御
選

び
御
肥
名
下
さ
る
ょ
う
御
注
意
中
上
げ
ま

す
。
 

と
の
二
三
九
名
候
補
者
の
名
前
は
町
内

に
も
掲
示
い
た
し
ま
す
が
投
票
所
内
に
も

見
安
く
書
い
て
掲
示
い
た
し
ま
す
。
 

終
り
に
四
月
十
九
日
の
衆
議
院
議
員
二

十
四
日
の
鳥
議
院
議
員
の
選
挙
の
日
に
は
 

可
 
決
 

（
均
等
側
の
規
率
）
 

『
三
百
円
』
を
 
『四
百
円
』
に
『
千
一
 
一
百
 

円
」
を
『
二
千
円
』
 
に改
め
る
。
 

（
所
得
側
の
税
率
）
 

穏
李
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
 

五
万
円
以
下
 

一百
分
の
四
、
 

 
五
 

五
万
円
を
超
え
る
金
額
百
分
の
五
、
 

 
五
 

八
万
円
ク
 

予
 
百
分
の
六
、
 

 
五
 

拾
万
円

ク
 

ク
 
百
分
の
七
、
 
 
玉
 

拾
球
万
円
 

ク
 
百
分
の
八
、
 

 
五
 

式
拾
万
円
 
（
 

百
分
 
の
  
十
 

〔
所
得
稔
割
の
軽
減
）
 

消
防
員
 

一
〇
O
円
 

手
当
以
外
の
手
当
 

川
場
手
当
 
一
回
 

一
O
〇
円
 

技
術
手
当
 
月
額
 

四
〇
O
円
 

ム
五
所
川
原
町
敦
育
委
員
会
激
青
長
の
給

料
等
に
関
す
る
僚
例
制
定
の
件
 

可
 
決
 

給
料
月
額
 

二
五
，
〇
〇
0
円
 

ム
昭
和
二
十
七
年
慶
町
歳
入
歳
山
追
加
更
 

・

正
予
算
の
件
 

可
 
決
 

⑧
正
し
い
申
告
、
明
る
い
生
活
 

鷲
手当
蘇

編
驚
購
鯵
一
」総難
難
繊
轍
灘
 

歳
入
歳
山
予
算
の
件
 
，

可
 
決
 

A
五
所
川
原
町
職
負
定
数
係
例
中
改
正
捺
 

例
の
件
 

可
 
決
 

△
国
民
健
康
保
険
五
所
川
原
病
院
職
員
の
 

手
当
 
可
 

一
つつ
円
 
、
強
い
”ー

k女
i
i
~
iコ
詞
・
激
？
」
か
H？
川
即
叫
いか
製
を
一

I
'
 

僚
例
の
件
 

可
 
決
 

A
一
時
借
入
金
の
件
 

可
 
決
 

ム
昭
和
二
十
八
年
度
町
特
別
会
計
国
民
健
 

雌
務

織
費
（
班
業
勘定
か
戒
歳
 

A
昭
和
二
十
八
年
度
町
特
別
会
計
国
民
健

康
保
険
事
業
費

（
直
診
勘
定
）
歳
入
歳
 

出
予
算
の
件
 

可
 
決
 

「
八
 

幡
 

宮
」
 

稲

士
 
貞

臓
 

弘
前
教
懸
寺
の
開
山
は
，
長
慶
天
皇
に

お
供
し
て
来
た
和
何
だ
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
同
寺
に
於
け
る
古
文
書
に
『
長
慶
院

機
六
月
崩
御
、
御
所
淵
に
於
て
火
葬
す
云

々
』
と
あ
る
御
所
淵
は
岩
木
川
と
相
馬
川

り
落
合
で
，
五
所
村
民
は
此
の
聖
地
に
御

堂
を
建
て
崇
敬
し
て
来
た
も
の
で
、
祉
司
 

ー
煙
突
、
火
焚
場
の
掃
除
搬
査
 

2
燃
焼
危
険
物
撤
去
の
督
勘
 

3
子
供
ら
に
マ
ツ
チ
遊
び
を
さ
せ
ぬ
こ
と
 

4
危
険
物

（
油
類
）
貯
滅
取
扱
所
立
入
搬
 

査
 

5
水
利
施
設
の
調
査
 

6
消
防
の
訓
練
 

 

奔 

爾
 板
一
 

固

定
資
産

課
税
 

ム
ロ
帳
の

縦
覧
 

昭
和
二
十
八
年
度
固
定
資
産
税
の
課
税

台
帳
を
左
記
に
よ
り
関
係
者
の
縦
賢
に
供
 

し
ま
す
。
 

五
所
川
原
町
役
場
稔
務
課

昭
和
二
十
八
年
四
月
ニ
十

日
か
ら
五
月
九
日
ま
で
 （
 

日
曜
日
と
休
日
は
除
く
）
 

毎
日
午
前
八
時
牛
か
ら
午

後
四
時
牛
ま
で
 
（
土
曜
日
 

は
正
午
ま
で
）
 

外
国
人

の
皆
様
へ
 

（
四
 
月
 
中
）
 

郷
土
史
研
究
会
 

晩
 

（
総
信
の
津
軽
統

一
史
）
 

靴
会
講
座
．
幻
灯
器
 
晩
 

二
十
九
日
 
室
内
体
育
講
習
会
 

毎
週
月
曜
日
晋
業
研
究
会
 

ク
水
 
予
 
演
劇
研
究
会
 

予
金
 

ク
 
書
道
研
究
会
 

塵
芥
運
搬
予
定
表
 

四

月
 十

八

日
 

十

九
日
 

備
 
考
 

都
合
で
運
搬
予
定
を
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
 

⑥
春
の
清
潔
法
検
査
は
 

五
月
中
旬
の
予
定
 

傘
異
卿
 

日
一
 

一
  

8
 

 

   

1 
tar 

   

ー
 
定
例
町

議
会
 

月
 
自
 
三

月
十

九
日
 

淫
 
一
ニ
月一
一
ー，
E
 

4
・
△

一
時
借
人
金
の
件
 

可
 
決

年
 

△
歳
計
剰
余
金
運
川
の
件
 

可
 
決
 

8
  
ム

予
算
洗
用
に
関
す
る
件
 
可
 
決
 

2

（
△
基
本
財産
没
現
金
預
人
先
決
定
の
件
 

・

羽
一
 

ー
 

可
 
決
 

」
「
 
△基
本
財
産
蓄
積
停
止
の
件
 
可
 
決

昭
  
K
町
歳
入
む
川
繰
上
げ
充
用
に
関
す
る
件
 

一
 

可
 
決
 

ー
ム玉
所
川
原
町
税
嫌
例
中
改
正
僚
例
の
件
 

蕪
＼会
の
動

き
 

（
三
 
月
 
中
）
 

町
 
議
 
会
 事
 
務
局
 

田
病
院
）
 
に
入院
巾
の
病
人
及
び
職
務
唆
票
囲
既
は
赤
側
で
ゆ
つ
て
．
他
方
区
の
‘

投
 
漂
 
者
 
数
 

六
‘
一
一
二九
 

棄
 
権
 
者
 
数
 

四
六
「
「
 

警
戒
手
当
、
 一
回
 
一

〇
O
円
 

万
障
御
繰
合
せ
御
投
票
下
さ
る
よ
ら
お
願
 
投
 

票
 

寧
  

O
、

九
三

】
 

ひ
い
た
し
ま
す
。
全
員
投
票
に
よ
つ
て
立
 

有
効
投
票
数
 

六
，
 二

八
五
 

派
な
議
員
を
選
ぼ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
 
無
効
投
票
数
 

三
一
一
 

（
五
所
川
原
町
選
挙
管
理
委
員
会
）
 

批
卿
を
加
し
仙
か人
川
警
制
引
よ
か
片
で
あ
り
tす
が
、
容
議
開翻
比
で
も
全
国
 九
郎
 
一
、
ル
ルi
i
覇
 
m．刈
畦
知
唾
准
市
に
滞
袋
卿
但
寺
日

ま
で
で
、
「
長
融
天
皇
か御
馴
俳と
柳言
わ
れ
、
 
外
国

人

の
皆
様

へ
 

な
ら
ぬ
事
由
を
調
べ
て
見
る
に
不
在
投
票
す
。
 

次
の
通
り
で
あ
つ
た
。
 

個
人

，
法
人
と
も
）
 
 
は
毎
戸
に
配
布
し
て
働
し
た
凍
は
な
い
と
偶
い
ら
れ
て
い
る
く
 

を
な
し
得
る
人
や
、
代
理
投
票
に
よ
つ
て
 
四
月
二
十
四
日
は
毒
議
院
議
員
の
選
挙
 
当
選
 
二
，
o
一
二
票
  
山
内
久
三
郎

b
5
月
氏
こ
巳
女

ノ
じ
恥
h
？
ニ
ト
ヒ
、
に
」
 
御
身
休
は
と
て
も
精
巧
を
極
め
た
も

の
 

1
ブ
ー
，
．く
ソ
「
  
f
匡
叱
，
‘
「‘
一
．「
…
」

‘．
一
』H

、

H
馴
H
」
u
引
い
．n
非
  
e
」
引
工
 
ー

‘一‘
に
一

」に
ほ
  
4
Fげ
zノ
旺
溝
あ
る
用
紙
に
託
赦
し
て
四
月
三
十
日
ま
で
ミ
い‘も
を

ミ
1・一？
・
引
糾

・
・
戸了

？
し
、
 

た
し
ま
す
。
 し
か
る
に
棄
権
し
な
け
れ
ば
必
ず
加
鴇
に
な
る

よ
う
恥
願
ひ
い
た
し
ま
 
去
る
四
月
八
日
の
町
長
選
挙
の
結
果
は
 
昭
和

二
十
八
年
慶
の
町
民
稔
の
申
告

（
「
る
。
唾
れ
標
着
当
時
つ
、
の
で
更
に
修
 

馴
蹴
秤響
一
桐
 

一
加
加
”
 
‘難
加
難
」

邸
“
？刻
織
噺

m転
郵
迫
 

記
 

石
田
家
の
古
文
書
に
墳
内
束
匹
廿
眉
 
産
 

記

北
十
七
間
，

一
尺
廻
以
上
の
杉
三
本
，
二

一
，
揚
 
所
 

尺
廻
以
上
の
難
木
七
本
と
託
さ
れ
て
い
る

一
，
期
 

わ
が
町
の
八
幡
宮
の
本
殿
は
縦
三
尺
三
寸
 

，
横
三
尺
四
寸
の
総
樫
造
で
、
御
厨
子
は
 

聞 

外
黒
塗
、
内
部
は
金
ぱ
く
塗
の
観
昔
匪
で

【
，
時
 
間

御
身
体
は
三
層
の
段
に
脚
姿
座
な

さ
れ
て
 

一
難
難
難
難
難
難
難
糾
麟
鷲
難

響
警
轟
難
難
難
瀞
一
歎
繍
 

い
る
人
も
あ
る
o
 
 
帳
を

受
け
て
い
な
h
人
が
か
な
り
多
い
ょ
 

難
難
緯
（麟
麟
麟
難
識難
 

暦
あ
た
り
に
漂
蒲
し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
 

、
 

競
難
灘
難
灘薮
然
雛
 

響
驚
謹
喝
所
権
現
又
は
賓
量権第
課
新
麟

鶏

精
譲

薫
 

叙
網

灘
駐
如瀦
警
”
和二十
八
年
慶
町

瞬喰
叫
嬉
一
火
災
警
報
一
』
「
熊
伽
麟

薦
鷲

」
」
 

の
件
 

可
 
決
 
・
バ昭
和
二
十
八
年
度
町
特
別
会
計
都
市
計
 
，
ー
 
ー
ー

‘
ー
H
」
‘J
Hー

？
 
一
町
か
”
H
』
。
パ
」
h
り
 
ー
 
．
‘、

‘
 

感
一
手当霧
一
「
慧
輪
鶏
糾無
器
議
灘
鷺
欝
麟
）瞬騰
刈
 

助
地
鵬長
 
船
錦
 
諏
ん

歳
豊
加
彫
導
“
難
叫讐
い

1
か
居
“
け髪

か
齢
妊雛
馴
踊
い

、
 

講
う
距
J
 

コ
α
α
呼
 

ー
 

二
 

可
 
決
 

た
o
 

ト
ー
・
‘
ー
…
 
・
・
【
《
 

日
内
務
省
告
示
決
定
の
五
所
川
原
町
都
市
 

公
民
舘
行
事
予
定
 

廿二 

一十

日日 
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町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町街街 町 

	 晩晩晩書 

映
画
研
究
会
 

婦
人
会
 
青
年
幽
通
絡
鵬
三

月
十
八
日
“
 

艶
 
粛
非
湾
左
工
門

青
年
幽
総
会
（
予
定
）
 
書
 
町

立
病
院
川
納
員
を
解
く
 

難
鰯
『

「
”鵬
獅
蹴
晦
清八郎

 



号
 

Q
ノ
 

原
 
町
 
報

町
 

所
 

五
 

住
所
や
世
帯
に

異
動
が

あ
つ
た
ど
き

に
は
 

‘
  

・
 

●
 
●
 
・
 

必
ら

ず
住
民
登

録
の

届
出

を
致
し

ま
し

よ
う
 

町 	名 男人口 女人ロ 計 戸 数 

栄． 	町 201 164 365 71 

田 	町 430 46う q》
 d
I
 

 

8
9
 
8
5
 

 

178 

元 	町 435 4汐 155 

柳 	町 319 3巧 634 128 

新 	町 242 283 525 I00一 

鎌谷町 209 199 408 77 

川端町 346 374 720 '57 

本 	町 251 292 543 ・9' 

布屋町 317 367 684 1汐 

東 	町 123 巧4 27 P 51 

禰生町 153 141 294 59 

大 	町 212 236 448 74 

岩木町 150 172 322 71 

寺 	町 247 '301 548 112 

錦 	町 4臣 496 908 179 

幾島町 127 141 268 55I 

―子自ー原皿二 193 224 417 『
  

一
 
 

上4s井町 229 238 467 叩 ~ 
旭 	町 367 425 792 ノ

。
  0
  新宮町 117 119 236 司
  プし鷹里I二 55 55 110 h
'
 
2
  中準井町 355 364 719 qノ

 
に

ノ
  

」文島．旦ー 314 329 643 l24 ~ 
下午井町 504 530 1.034 。

ノ
 
。

ノ
 

総 	計 6.308 6.807 13.115 
ー
，一

I
 
 

hノ
一
 

.
 

 
に
ノ
 

 
4
'
 

 
。一
 

住
民
登

録
に
よ

る
舶

如
朋

住
民
数

並
び

に
戸
数

調
 

在
 

現
 

日
 

Q
ノ

ロ
H
一
 

年
 

8
 

n
Iム
 

和
 

刀
日
 

雛
の

選
び

方
さ
 
一

育
 
て
 
方
 
一
 

⑥
選
 
び
 
方
 

一
 

ー
信
用
あ
る
購
化
場
を
選
ぶ
こ
と
。
 
一
 

2
で
き
た
ら
実
際

K
当
つ
て
見
て
丈
夫
 

な
雛
を
選
ぶ
こ
と
。
 

3
丈
夫
な
雛
と
は
 

イ
 
弾
力
が
あ
る
こ
と
。
 

騰
締
り
が
良

い
こ
と
。
 

元
気
の
良

い
も
の
。
 

⑥
育
 
て
 
方
 

ー
育
雛
器
の
準
備
を
完
全
に
す
る
こ
ど
 

2
餌
付
け
は
購
化
後
四
八
時
聞
な
い
し

六
〇
時
間
で
行
ら
こ
と
。
 

3
温
慶
は
購
化
後
五
日
位
ま
で
は
華
氏

九
五
慶
内
外
以
後
五
日
な
い
し
、

一

週
聞
毎
に
徐
々
に
華
氏
五
度
位
下
ザ
 

ノ、 ロ る
 。
 

戸籍魂 ム
山
 
生
 

新
 

栄
 

敷
 

雛
 

下 中 旭 寺 元 

昭
和

2
8

年4月1
8
 

年
 

4
 

一
根
一
赤
十

字
募
金
一
 

(
4
づ
（
 
目

肥
協
律
き
ま

る
 

一
召
一
 
自
五
月
一
日
 

『
 
、・
‘
》
 

至
 
五
月
冊

一
日
 

～

、v
~
 

、
【
ー
』
 

毎
年
五
月
全
国

一
害
に
行
 

《
」・
」
」
】
）
 は
れ
る
赤
十
宇
募
金
は
町
内
 

》
 
》

・
の皆
様
の
特
別
の
御
協
力
を

得
ま
し
て
当
町
で
は
目
標
額
を
毎
年
超
過

す
る
好
成
績
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
厚
く
御

札
申
上
げ
ま
す
。
 

本
年
も
来
る
五
月
に
は
募
金
委
員
は
皆

様
の
御
家
庭
へ
御
伺
い
致
し
ま
す
か
ら
，
 

何
卒
懸
分
の
御
醸
出
下
さ
る
様
御
協
力
を

御
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。
御
承
知
の
通
り

赤
十
字
募
金
は
日
本
赤
十
字
社
が
赤
十
字

杜
法
に
定
め
ら
1
1た
社
会
藤
融
事
業
に
の

み
使
川
さ
れ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

本
年
当
町
の
懸
割
当
目
標
額
は
昨
年
ょ

り

一
割
二
分
五
厘
増
加
の
金
拾
参
万
脅
千

九
百
六
拾
六
円
で
あ
り
ま
す
。
 

尚
町
内
各
学
校
の
御
協
力
で
生
徒
に
よ

る
街
頭
募
金
も
行

い
ま
す
。
 

（
五
所
川
原
町
赤
十
字
募
金
委
員
会
）
 

五
所

川
原

町
名
を

正
 

・

し
く
呼
び

ま
し

よ
う
 

秋
 
元
 
省
 
三
 

五
所
川
原
町
民
の
中
に
は
‘
、五
所
川
原

と
言
ふ
呼
名
を
で
コ
シ
ョ
ウ
ガ
ワ
ラ
』
と
所

の
字
を
変
に
延
ば
し
て
言
ふ
方
は
少
く
な
 

ーい
様
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
殊
に
中
年
の

方
に
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
 こ
れ
は
一

一
体
どう
し
た
訳
で
あ
る
か
と
調
べ
て
見
ま

ず
と
，
十
数
年
以
前
に
五
所
川
原
小
学
校

に
居
た
某
数
員
が
『
ゴ
シ
ョ
ウ
ガ
ワ
ラ
』
 

一
を盛
ん
に
蓮
発
し
て
激
竹
し
た
の
に
原
因
 

し
て
る
際
で
す
が
、
悪

い
事
に
は
染
ま
り
 

J易
い
子
供
達
は
先
輩
逮
の
使
う
こ
の
 
『
ゴ
 

シ
ョ
ウ
ガ
ワ
ラ
』
を
善

い
事
と
健
似
て
居

る
様
に
見
ら
れ
ま
す
。
私
は
先
日
某
新
聞
 

驚
叫
籍
縫
餓
誤

鷺

蘇
蹴
 

日

・
ゴ
シ
ョ
ウ
ガ
ワ
ラ
地
区
署
に
移
し
で
云
そ
 

一』
と
電
話
で
船
事
を
選

つ
て
い
る
の
を
見

一ま
し
た
。
彼
ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
社
会
の

木
鐸
を
自
負
し
て
居
り
な
が
ら
も
斯
の
通

り
で
あ
り
ま
す
。
自
分
の
町
の
名
前
を

ハ

ツ
キ
リ
と
（”
一い
な
い
事
は
世
間
に
対
し
て

恥
ず
べ
き
事
で
あ
り
ま
す
。
 こ
の
誤
り
を

直
す

に
は
指
導
者
の
立
場
に
あ
る
方
々
や
 

誤
っ
て

い
る
人

A
に
注
意
を
し

て
や
る
 

事
で
す
。
又
生
徒
見
童
に
対
し
て
は
学
校
 

と
を
梁
み
ま
す
。
 お
互
に
注
意
し
て
自
分

で
共
の
誤
り
を
指
導
し
て
正
し
く
導
く
こ
 

の
町
の
名
を
正
し
く
発
晋
し
て
貰
い
た
い
 

火
の
用
心
 

と
思
い
ま
す
。
 

月
 

昭和28年度五所川原町予算 
‘、’~舛~~二RスニスW昌Aス多“~RAaAWマ’ 

費

費
費
費
費

費
費

費
費
働

費
費

費

費
費
費
費

費
費
費
金
 

I
0
 

 
統
計
調
査
費
 

 
4
0
5

・
【
4
0
 

 

I
I

選
 
軍
 
費
 

 
5
0
2
.
5
0
9
 

1
2
 

公
 
債
 
費
 

5・8
2
2

・5乃
 

 

i
s
 

諸
支
 
出
金
 

 
9
0
0

・0
0
0
 
 

灘
防
防
ォ
享
誘
学
学
民
魂
感
難

繰
製
，

町
2
i

陳
 

議
」m
木
育
」護
纂

皿
轟
」「
姻轟

挙
債
 

17.00o 
,3・572・590 
1.371・】70 
1.728.349 

5.127.550 

1.084.586 
巨833.6)2 
I 400.850 
808.502 

I・009・357 

会
消
漕

土
数
教

小

中
公

杜
施
保
産
農

農

商
財

統
選
公
諸
 

、
、J

ノ
 

・

」
ー
 

1
1
一一n
 

会
 

般
 

一
 

歳 	 入 

致 項 目 	予 算 額 

町 	秘 	29・396・772 

4
‘
 
に
ノ
 

税
税
税
税
税
税

越
政
金

業
入

及
料
金

金
金
金
入
計
 

民
琴
」
」
？鴛
「数
」
『
附
越
攻

？
 

町

固
自

荷
電
犬

滞
地
平
公

及
使

手
国
懸

寄
繰
雑

歳
 

12.689.772 
14.100.000 

520.000 
61.500 

1.000.000 
25.500 

1.000.000 

6
 
7'
8
 

1・600・387 

863.620 

、693.620 
加.000 

-100.000 
2.142 

8.500.000 つ
‘
 
 
(
?
 

4
 
亡
ノ
 
ー
 《I
 
8
 。
ノ
 

:17.445 

	

公金取扱金 	】86'000 

	

徴 税 費 	100.000 

	

納穏奨働費 	100.000 

	

繰 替 金 	200・000 

諸 	費 	314.000 

	

14  繰上充用金 	8・000・000 

。
 
ー
 
（
ノ

》
 
（
‘
ノ
 

⑧
火

の
元

に
御
注
意
下
さ

い
 

978.50Q 

140.100 

149.000 

I00 

1.000 

3.750.中拓 

42.953.363 

出 
一

一
 

	

15  予 備 費 	I・000・000 

	

歳出 合計 	42・953.363 
予 算 額 

1.226.6叩 

9.804.636 

8.765.566 
50.000 
21'.500 

21.000 

944.570 
4.960.760 

費
費

目
 

会
場
 

項
 

欺
 
隣
役
 

‘
ー
 
〔乙
 

（特別曾計） 

会計別  28 年度予算 
難
護
灘
灘
夢
マー
ー
」

美
子
 

役場職員費 

営 繕 費
公2ls委員会費 

肝債
会費 

諸ー 	費 

警察消防費 

一
 

水道事業費 	4・964・394 

都市計画事業費  5・585ザ67 

国民健康保険 1c業費 

事業 勘定 	8・770・000 

直診 勘定 	19・958・400 
《
くノ
 

石
 
用
 
順
 
久

義
 
美
 
一
一
男
 

柳
 
原
 
一
 
夫

乗
 
爾
 
長
女
 

木
 
内
 
悪
理
子

正
 
雄
 
長
男
 

武
 
田
 
光
 
雄

幸
太
郎
 
四
女
 

藤
 
田
 
光
 
子

永
 
作
 
長
男
 

舞

一
一
」
葺
 

破
郎
谷
二
男明
憲
 
敷
島
町
 
教

員
定

期
界
（
動
 

久
 

一
 
二
女
 
新
任
校
 
旧

任
校
 
職
 
氏
 

名

外
 
崎
 

俊
 
子
 

栄
 
町
沖
飯
小
長
 

五
中
 
数
論
小
笠
原
尚
一
 

弘
 
長
女
 
五
 
小
 
教
有

事
務
所
 
致
謙
木
村
雪
江
 

た
ま
つ
て
元
気
の
な
い
声
で
鳴
い
て
一
 
木
 
村
 
博
 
巳

い
る
。
又
温
慶
が
あ
ま
り
高
す
ぎ
る
清
 

三
女
 

い
理
開
い
て苦
しそ
らな
呼
吸
W
「
郎
日四
女
一
万
ョ
 

惑

秩
鷺
鱒難
蕪
』「
筆
 

騒
警
壊
に
し
鯵
譲
旅
」
不
新内
岡長
男
弘
子
 

奈
 
良
 

繁
 
子
 

（三 月 中） 

出‘生  3 6  件 

死 亡  8  件 

!
 

浪
三
郎
 
長
男
 
弘

工
高
（
定
）
 五
中
 
ク
 
長
内
正

光

蒔
 
田
 
潰
 

樹
 
本
 
町
退
 
職
 
五
小
 

助
軌
論
上
原
啓
悦

定
 
雄
 
長
女
 
退
 
職
 

五
中
 
（
 
前

田

昌
三
 

村
 
田
 
由
美

子
 

下
年
井
町
 

（
四
月
一
 
日
付
）
 

弘
工
高
（
定
）
 五
中
 
ク
 
長
内
正

光

本
 
町
退
 
職
 
五
小
 

助
軌
論
上
原
啓
悦
 

退
 
職
 

五
中
 
（
 
前
田

昌
三

下
年
井
町
 
（

四
月
」
 
日
付
）
 

一
 

兵
協
、
女
信
子
 
軍
井
町
 

（青
冊
百
付
）
 

下
平
井
町
 

一
 

（
三
月
冊

一
日
付
）
 

五
 
中
 
五
 
小
 
ク
 

片
岡
智
子

一

敷
島
町

五
 
小
 
五
 
中
  
f
 
！
癖
藤
 
薫
 

（
町
教
竹
委
員
会
）
 
一
 

難
幾

一
織
鷲
 

今
 
井
 
麻
託

子
 
敷
島
町

五
 
小
 
五
 
中
  
f
 
！
癖
藤
 
薫
 

繁
 
長
男
 

（
町
教
竹
委
員
会
）
 

2F  平 
井 井 
町 町 町 町・  I 

jE 
工 不山三工成若長 

m声‘I，川 L藤rn-n、岡藤 山川上“s下田松凹」 
長 長 牛 清

虞男孫之た四輸も五 

ll' 吏勲真輿吏支興 
0 69618071606360 
し 、ンしノ、ンレvvv 

、島 、8
 

健
和
臓
田
二
鰍

奥
子

衆
三
吉
品
三
吐

ね
 
い
 

勝
今
司
 
二
男

勝
 
美

克
山
治
川
長
女

順
 
子
 

久
小
ザ

椎
男
誠
 
三
 

繁
 
美
 
長
男
 

一
 
戸
 
建
 

志
 

鷹
 

長
男
 

小
 
野
 
謙
 

一
 

田
一
骸葛
萄
西
ょ
，
佳
 
子
 

篭
椎
郎
」
勇光
吉
 

彦
太
郎
 
長
女
 

田
 
佐
 
寿
 木
 
妙
 
子
 

町
 一

賢
 司
 
長
女
 

町
賢
粉
司
谷
長
致

茂
子
 

件
  
E
 
憂
 
畏
刃
 

正
千
義
葉
畏
男
餌
 
弘
 

五
 
小
 
教
有
事
務
所
 
致
謙
木
村
雪
江
 

班
＼

榊
隷
長
秋
助畷
議
騨
 

玉
 
中
 
栄
 
中
 
ク
 
田
附
了

蒋
 

五
 
中
 
五
 
小
 
ク
 
笹
 
昭

夫

玉

，中
 
五
 
小
  
4
  
小
山
丙
ち
と
せ
一
 

五
 
中
 
新
探
用
 
ク
 
釜
落
 

裕
 

▲
死
 

亡
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